
手
づ
く
り
の
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

∫
三
鷹
市
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
携
帯
電
話
を
活

用
し
て
、
保
護
者
が
児
童
の
移
動

地
点
を
電
子
メ
ー
ル
で
確
認
で
き

る
親
子
安
心
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
検
証
し
な
が
ら
さ
ら
な

る
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

∏
最
近
の
実
災
害
の
教
訓
な
ど
を

踏
ま
え「
地
域
防
災
計
画
」を
改
定

し
、
予
防
計
画
、
応
急
活
動
計
画

を
中
心
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

π
既
存
建
築
物
の
耐
震
性
を
確
保

し
、
都
市
の
防
災
性
を
高
め
る
た

め「
耐
震
改
修
促
進
計
画
」を
策
定

し
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
計

画
的
か
つ
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

∫
学
校
等
公
共
施
設
の
耐
震
化
や

災
害
用
備
蓄
倉
庫
の
設
置
な
ど
防

災
拠
点
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

協働指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

安全安心・市民協働パ ― ― 1,181人 2,500人トロールへの参加人数

行政指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

災害用備蓄倉庫 22か所 26か所 31か所 38か所の設置箇所数

協働指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

雨水浸透ますの設置数 26,186基 35,511基 42,614基 48,600基

行政指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

経年管の残存率 ― 10.1％ 7.4％ 1.2％

協働指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

一人一日当たりの総排出量 977g 924g 892g 850g

協働指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成10年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

バス交通不便地域の割合 25％ 15％ 15％ 5％以下

協働指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

日平均値の 0.083mg/m3 0.070mg/m3 0.053mg/m3

2％除外値
基準値以下１時間値が

0.20mg/m3を 2時間 1時間 0時間
超えた時間数

行政指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

三鷹市公共施設の温室 34,386 t 36,067 t 35,253 t 29,476 t効果ガス総排出量（注1）

協働指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

まちづくり推進地区、地区 1件 1件 5件 8件計画、建築協定等の指定件数

協働指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成14年） （平成18年） （平成22年）

緑被率 23.4％ 21.1％ ― 維持

特
別
用
途
地
区
等
の
運
用
を
図
り
、

政
策
誘
導
に
よ
る
土
地
利
用
や
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

∫
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
の
指
定

に
向
け
た
誘
導
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
地
区
計
画
等
と
連
携
し
、

狭
あ
い
道
路
や
行
き
止
ま
り
道
路

を
解
消
す
る
な
ど
、
良
好
な
住
環

境
の
形
成
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

《
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
》

∏

生
活
安
全
推
進
協
議
会
の
運

営
、
生
活
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
運
用
、
安
全
安
心
メ
ー

ル
に
よ
る
犯
罪
に
関
す
る
情
報
発

信
な
ど
市
民
の
安
全
を
総
合
的
に

推
進
す
る
体
制
を
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車

に
よ
る
巡
回
を
強
化
し
、
土
、
日

曜
日
、
祝
日
に
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体

に
貸
し
出
し
を
行
う
と
と
も
に
、

安
全
安
心
市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー
ル

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

π
地
域
安
全
マ
ッ
プ
を
児
童
・
生

徒
や
市
民
団
体
な
ど
に
配
布
し
、

地
域
で
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
親
子
の
ま
ち
の
診
断
を
行
い
、
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∏
複
雑
化
し
て
い
る
消
費
者
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
強
化
し
、
相
談
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消

費
者
相
談
事
例
集
な
ど
市
独
自
で

作
成
し
た
情
報
紙
誌
や
関
係
機
関

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
窓
口
・
イ
ベ

ン
ト
等
で
配
布
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
を
活

用
し
、
積
極
的
に
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

π
産
業
プ
ラ
ザ
で
毎
月
開
催
し
て

い
る
就
労
・
労
働
環
境
・
健
康
管

理
・
内
職
な
ど「
し
ご
と
」に
関
す

る
総
合
的
な
相
談
窓
口
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
の
就
労

支
援
の
内
容
等
を
掲
載
し
た
総
合

的
な
情
報
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
広
く
周
知
し
ま
す
。

∫
平
成
15
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
高
齢
者
就
労
支
援
事
業（
わ
く

わ
く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
）の
事
業
内
容

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
三
鷹
等
と
連
携
し
て
若
年

者
や
中
高
年
を
対
象
と
し
た
就
職

面
接
会
や
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

∏
三
鷹
駅
南
口
中
央
通
り
東
地
区

（
三
鷹
セ
ン
タ
ー
周
辺
・
文
化
劇
場

跡
地
）の
一
体
的
な
再
開
発
事
業
の

推
進
を
図
る
た
め
、
地
元
協
議
会

の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
Ｕ
Ｒ
都

市
再
生
機
構
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

事
業
化
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討

を
進
め
ま
す
。

π
三
鷹
駅
南
口
中
央
通
り
東
地
区

再
開
発
事
業
と
連
携
し
、
区
域
内

幹
線
道
路（
第
２
期
）及
び
中
央
通

り
モ
ー
ル
化
整
備
を
一
体
的
に
推

進
し
ま
す
。

∫
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り
推
進
地
区
に
指
定
し
た

三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
の
安
全
で

快
適
な
歩
行
者
空
間
の
確
保
や
商

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
都
市

計
画
道
路
の
変
更
に
向
け
た
検
討

な
ど
、
三
鷹
台
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
等
地
域
住
民
と
連
携
し
な
が
ら
、

三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
整
備
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

第3部

安
全
と
う
る
お
い
の
あ
る

快
適
空
間
の
ま
ち
を
つ
く
る

1
安
全
で
快
適
な
道
路
の
整
備

6
再
開
発
の
推
進

∏
三
鷹
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

13
号
線（
牟
礼
）や
市
道
第
１
３
５

号
線（
三
鷹
台
駅
前
通
り
）な
ど
、

幹
線
道
路
や
生
活
道
路
等
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

π

道
路
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

歩
道
の
段
差
解
消
、
電
線
類
の
地

中
化
や
電
柱
の
移
設
等
を
検
討
す

る
ほ
か
、
歩
道
や
沿
道
等
に「
ほ
っ

と
ベ
ン
チ
」を
設
置
す
る
な
ど
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
計
画
的
に
推
進

し
ま
す
。

∫
東
京
外
か
く
環
状
道
路
は
、
現

段
階
で
事
業
着
手
ま
で
を
容
認
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
及

び
東
京
都
へ
の
意
見
書
等
を
踏
ま

え
た
環
境
整
備
や
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
等
が
進
展
す
る
よ
う

要
請
し
て
お
り
、
市
民
及
び
関
係

機
関
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

∏「
緑
と
水
の
基
本
計
画
」（
第
２
次

緑
と
水
の
回
遊
ル
ー
ト
整
備
計
画
）

に
基
づ
き
、「
ふ
れ
あ
い
の
里
」や

「
市
民
の
広
場
」な
ど
の
回
遊
ル
ー

ト
の
拠
点
を
計
画
的
に
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
歴
史
・
文
化
、
自
然

等
の
地
域
資
源
を
結
ぶ
回
遊
ル
ー

ト
や
サ
イ
ン
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。

π
市
民
緑
化
支
援
事
業
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
等
を
実
施
す
る
な
ど
、「
花

と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
緑
化
の
取

り
組
み
を
全
市
的
に
展
開
し
て
い

く
た
め
に
、「
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

∫

緑
と
水
の
活
動
に
対
し
て
き
め

細
や
か
に
対
応
し
、
人
財
や
資

金
・
情
報
な
ど
の
資
源
と
市
民
や

市
民
団
体
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
組

織
と
し
て
、
花
と
緑
の
サ
ポ
ー
ト

組
織
を
設
置
し
ま
す
。

《
住
環
境
の
改
善
》

∏
秩
序
あ
る
都
市
空
間
を
創
出
し

魅
力
的
な
景
観
形
成
を
行
う
た
め
、

景
観
法
に
基
づ
き
、
良
好
な
景
観

形
成
を
誘
導
す
る
区
域
や
基
準
を

定
め
た
景
観
計
画
の
策
定
及
び
、

条
例
制
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め

ま
す
。

π「
土
地
利
用
総
合
計
画
２
０
１

０
」に
基
づ
き
、
高
さ
規
制
、
敷
地

規
模
の
最
低
限
度
、
地
区
計
画
、

2
緑
と
水
の
快
適
空
間
の
創
造

3
住
環
境
の
改
善

第4部　主なまちづくり指標

公共施設における温室効果ガスの削減を示す指標です。公共施設に省エネルギー・新エネルギ
ー等を導入することにより二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガス総排出量を削減し、地球温暖化
防止に率先して取り組みます。（注1）数値は、二酸化炭素（CO2）換算値になります。

樹木地、草地、農地等を合わせた面積が、市域面積に占める割合です。公園の増設やまちづくり
条例に基づく緑化指導、農地の確保などにより、市民とともに緑を維持する取り組みを進めます。

「安全安心・市民協働パトロール」の取り組み状況を示す指標です。安全で安心して暮らすこと
ができるまちづくりをめざし、市民・事業者・市が協力して「安全安心・市民協働パトロール」の充
実を図ります。

まちづくり推進地区、地区計画、建築協定等を活用し、地域の特性にあった良好な住環境の形
成や魅力あるまちづくりの促進を図ります。

コミュニティ・センター及び小中学校等防災拠点における、災害用備蓄倉庫の設置状況を示す
指標です。計画期間内には、全ての防災拠点に災害用備蓄倉庫を設置し機能強化を図ります。

「主要施設への接近のしにくさ」などの5つの基準による、「バス交通不便地域」の割合を示す指標
です。コミュニティバスの整備や民間バス会社との連携により、「バス交通不便地域」の解消をめ
ざします。

市内の大気中の環境状態を示す数値を、環境基準値と比較することで私たちが暮らしている環
境の安全性について客観的に知るための指標です。（注2）環境基準は、1時間値の1日の平均値（日
平均値の2％除外値）が0.10mg/m3以下であり、かつ1時間値が0.20mg/m3以下であること。

ごみの減量化に関する指標です。ごみの発生・排出抑制により、排出されるごみの減量をめざ
します。

配水管の震災対策の指標です。耐震強度の劣る経年管の耐震化事業を進め、平成23年度末の完
了をめざします。

第3部　主な主要事業のスケジュール

大気中の浮
遊粒子状物
質（SMP）
の環境基準
（注2）

5
消
費
生
活
の
向
上

耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災

計
画
、
耐
震
改
修
促
進
計
画
及
び

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
推
進
に
関
す
る
方
針
に
基
づ
き
、

計
画
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
耐
震
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、

必
要
な
場
合
は
緊
急
的
な
対
応
も

図
り
ま
す
。

∏
平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
改
善
対
象
ゾ
ー
ン
の
地

域
特
性
に
あ
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
運
賃
の
ワ
ン
コ
イ
ン
化
な
ど

の
低
料
金
化
や
乗
換
拠
点
の
拡
充

な
ど
、「
み
た
か
バ
ス
ネ
ッ
ト
」の

構
築
を
推
進
し
ま
す
。

π
バ
ス
停
の
近
隣
地
に
駐
輪
場
を

整
備
す
る
、
サ
イ
ク
ル
・
ア
ン

ド
・
バ
ス
ラ
イ
ド
を
推
進
し
ま
す
。

∫
三
鷹
駅
南
口
周
辺
の
駐
輪
場
を

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
運
用
す

る
た
め
に
、
市
が
所
有
す
る
用
地

の
立
体
的
活
用
に
よ
る
駐
輪
場
整

備
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

計画期間
（平成22年）の目標

後　期

バリアフリーの道路づく
りの推進（事業費：約1億2
千万円）

整備する路線の
総延長
16,280m

中期達成状況
（18年度末）

11,120m

19

整
備

20 21 22

東京外かく環状道路計画
に対する検討と国等への
要請

検討及び
国等への要請

検討及び
国等への要請

花と緑のフェスティバル
の開催

花と緑の
フェスティバル
検討・準備・開催

検
討

準
備

開
催

地域防災計画の改定・実施 地域防災計画の
改定・実施

改
定

実
施

コミュニティバス事業基
本方針（みたかバスネッ
ト）の推進

見直し・運行

コミュニティバス
事業基本方針
策定

見直し・運行

見
直
し
・
運
行

雨水の地下浸透の促進を示す指標です。雨水浸透ますの設置により雨水の地下浸透を促進します。

行政指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

「バリアフリー道路」の延長 1,165m 2,864m 5,912m 7,280m

「バリアフリー化に向けて ― 2,523m 5,208m 9,000m改修した道路」の延長

第3部　主なまちづくり指標

「バリアフリー道路」や「バリアフリー化に向けて改修した道路」の整備延長により、バリアフリ
ーの道路づくりの進捗状況を示す指標です。道路のバリアフリー化を図ることにより、全ての人
にとって安全な道路をめざします。

検討及び国等への要請

5
都
市
交
通
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備

4
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進


